
天蚕竝に作蚕體液の理學的性状に就いて

（Ｉ）特に電氣傳導度・滲透壓及び水素イオン濃度

倉澤美徳
金澤勇

Yoshinori Kurasawa and Isami Kanazawa:-On the physico chemical properties 
of the body fluid of the Antheraea yamamai Guerin and Apernyi G. 
(I) Electric conductivity, osmotic pressure and hydrogen-ion cocentration.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　雷

　　牛物髄液の電氣1櫃蔀度、演遜昼容、水素イオン濃度等が其の生活機能上に醤頂著なる影響を狗す

　るは一般生理撃の論ずる慮である。而して昆酬幾液の理學的性状に關する研究は、既に象撚に

　就いては八木博士（192のの電氣傳蝶度、襖魅簾及び粘性の碑究ありて、昆愚齢に生理的2期あ

　るこミを報告し1蒲益｛博：感彗妄（1927）は低温捜鰯による障害を輿へたる鍛児が第5齢ll穂日の騰

　液の電氣傳導度及び濠透歴に如何なる攣異を及ぼすかを示し、爾之が陣審の程度及び1聯期等に

　就Eての研究あり、爾徽兜1血し液に就いては金子・博士、勝叉民、隠藤氏等の研究報告がある。然

　れさも天獄、柞憲に就いては米だ之有るを聞かない。

　　著脅等は天瀬及び柞懲の百齢期に於ける慨液の理畢的権状、即ち電氣傳襟度、藩選駆、水潔

　イオン濃度等に就き測建し、家慧Sの梢違、搬育【博期別、梁礫及び蕎柳葉の飼料的難異等によ

　りて如何なる影響を受くるかを研究したので、戴に其の成績の概要を報告する次第である。

　　木魔験を行ふに常り、懇篤なる御援助を賜つた蒲生博士に鋤し、弦に言藥んで感謝の意な表す

　る次第であるo
’　　　　　　　　　　　　　賢：・實験材料及び舞験方法　　’

　　魔験材料は昭和12帯5月～6月に於て上田搬綜馨門學校天、柞慧飼育林に飼育しナこもので、

　試験嘔は櫟焚飼育天慧竃、櫟漿飼育柞慧顧、灘卯藥飼一i；”天搬直、薦卿葉飼育柞憲催の4礁であ

　る。而して櫟葉飼育の天、粋慧は4眠中より5齢騰繭まで簾日午後實瞼測定せるもので、嵩柳

葉飼育の天、柞懸に就いては實鹸材料少数のため5齢中隔日に行つた。天、柞獺は象獄の獲育

　に比し著しく不齊Sなるため、4眠中のものを同一揚所に藥め起慧Sなつたものを順1次一定の

飼育場所に放養し、出來る限り獲育繹過を一齊ならしめて供試しナ。

　騰液の探集は5～6頭の慧見の腹脚又は屋角を切断し、蝋髄にありては翅の下腹部を切断して

髄液の攣質を燵けるため溶けつ・ある氷の中に挿入しある遠心分離管に集め、上瞬に少しく流

動パラフィンを麗き、之を直ちに電氣遽心分離器により、1分間2000同の速度にて5分間同韓し、

血球及び圃形物を分離し、ltlL漿の1c。c．を取り、之に9c．c．の燕溜水を加へ10倍に稀縄して實駿

に供した。倫此の揚合電氣傳導度、灘戯歴、水素イオン濃度等に就き、夫々稀繹の影響を正確に

検した。即ち電氣傳諜度及び滲透慶は稀繰度に比例するこミを知つたので、其の敷鐘の算閏の

時10倍にした。水素イオン濃慶は稀繹液にても、その緩衝作用により原液ε同一の値を示した。

　電氣傳襟度の測定は受話器附のWheatstolle　bridge及びAm’henius　pt抵航管を使用した。本

蜜験に於ける抵抗管の抵抗容蜘よo・321678で、電氣抵抗（R）の測定は、前記｛雲駐試膿液Iee．c：・7e

25℃の1匠源槽中で之を行ひ、次式によりて傳導度（1く）を弊蹴した。
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　　K罵q3蟄Gワ8×10

　訳に塗透雁の測定にはBeckmann　ESの結氷無li降下度測定装蹟を用ひ・前罷の探取髄液10c・α

を試験管に取りて結氷盟iを測定しt。此の揚合同時に器溜水の結氷貼を求めN其の差を10倍に

して供試液の結氷錨降下度（△）ミし、歌式により氣腿を表示せる滲竣腿（IP）を鋼Hし＃・

　　P＝ヨ亀悉×22・4　（氣魔）

　水素イオン濃度の測定には板野氏Qui臓hidrOI1式水素イオン濃度測定装麗を用ひた。

　天慧及び柞翼は家翼ε異なり、其の褒育lli來御る限り同一畿育階梯のものを撰ぶも、爾生長

度の不齊あるを発ぬかれない。且つ雌雄の慧児を混合して測定したこミは・實鹸材料の關係上

已むを得Yxかつた。
　　　　　　　　　　　　　　　∬．實．　駿　　戒　　績

（1）電氣傳導度
　　　　　　　　　　　櫟葉飼育に於ける天、柞蟹髄液の電氣傳鱒度
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蒲柳飼育に於けるヲξ，柞憲｛濃液の篭氣傳導度

欝ミ斎1蔓硬塑」　災　　廼一「…罪　　s：：’

4　　眠　　澱

5　齢　1　「I　n

　　　3

　　　5

　　　7

　　　9

　　コ，1

　　コ3

準　　　　　均

J（＝　　　　　　　　　lK　．＝
r）．19×10・一；1

5，46×IO－：1

5．79×10一躊

5，56×ユo－・3

⑰。45×11，0－：玉

4、99×lo－：t

6．05×工O－・3

6．29×1e－3

5．72×10一s

5，58×10－：｝

r）．go×’10－：｝

5．67×ユo－一：s

6，コ6×ユo－：l

r，，07×10－：1

6，29×10噛一tl

7．22×10－3

578×10’一一3

×　1o－3

S・0　　蔦柳漿飼育に於ける天、枠翼騰液の電氣傳磁麿曲線

7．0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　N　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のげ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　　N　　　　　　　　　　　　　ヂ’ゆ
　　　　　　　　6・o　　　継N，、．．、一　　”、、・・　，ノ

　　　　　　　　　　．／家蚕　　　　　　・　　　　　ノノ
　　　　　　　盤　5．o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’》’

　　　　　　　氣

　　　　　　　糠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　　　　　　　摩4’°　　　　　・・・・…v　　　漕『

　　　　　　　　　45153579111§　　　　　　　　　眠　　　　日　　　　躍　　　〃　　　！1　　　　〃　　　　〃　　　　〃

　　　　　　　　　戴　　齢目　齢日

　以上の放績に依れば礫飼育に於ける天鷲の電氣傳導度は4．45～7・62×工0－3にして、4眠中よ

り5齢熟獄までを不均するざ6・61×10－3である。枠餓に於ける電氣傳導度は3．75～7．63×10－3

で・4眠中より5齢熟慧までを季均するS6・12x10－3である。4眠中の電氣傳導度は一般に高

くb5齢起獄1日臥2日目εなつて低下する。然し食桑ざ共に漸次櫓加してv　7　bl目に至つ

て第1國目の最高鮎に達し、7日以後再び少しく低下するが・9日目・10日目頃より漸訳上昇

し初めて・13日目に至りて第2同目の最高黙に遽し、輔ミなつて低下する。

　窩柳にて飼育せる天獄の電氣傳導度は、4・99～6・45×10－sにして・4眠申より5齢熟憲まで

を李均5・72×10－3である。柞簸は5・07～7．22×10－3にして、写均5．78　×　IO－sである。

　此の天、柞獄の電氣傳導度が4眠中に於ては比較的高く、5齢起盤ごなつて低下しb日藪の

加はるに從つて次第に櫓加して・7日目頃に第1同の最高鮎に達し、再び低下して11日目頃よ

り早きものは管繭にか・るが、其の博期より再び檜加し初めて、ユ3日目Sなり第2圃目の最高

鮎に至る。而して蠣膿ミなりて再びfl£下する。此の傾向は八木搏：ヒが蟹に於てlllL液の理學的性

状を研究して生理的2期あるを設明せるものミー致する。　”

　lt　N“此の電氣傳導度が天、柞憲に於ては7日目に第1同目の最高鮎に蓬するに謝し、嫁慧に

於ては3日目頃に來り、其の聞多少期閥の長短があるのみである。斯く7日目の盛食期を経て

以後一進一退の値を示す。かくして10日目頃より來るべき管繭、痩態のため盛んに食桑し、13

日目に至りて再び最高貼に遽する。家懲に於ては此の剛り」は春獄に於て6日目頃に來る。

　此の時期に於ける燈液の急激なる攣化に蜘する組織の不軍衡よわ來る抵抗力の減退は、家鑑
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の5齢5日目病、6日目病の線源をなすε言はるるが天、柞蛮に於ても同襟に此の時期に杏病

の最も多く畿する陪期にして、飼育上注意を要する時である。

天翼ざ柞叢の電氣傳導度を比較すれば、櫟飼育に於ては天鍛は柞憲より少し高い値を示せ3

も・蒲柳飼育にては天翼、柞慧の差は殆んさなかつた。

（2）淫透歴の實験成績S8．示せば訳の如くである。

　　　　　　　　　櫟葉飼育に於ける天、柞盤詮髄液の氷黙降下度及淫透屡
一＿＿＿＿＿＿．＿＿一＿　　　　　　　　　　　　　　一＿．＿＿一一、＿．一＿＿＿＿韓＿＿＿＿一一＿．．＿．一．一＿＿＿．＿一一一一一4
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　櫟葉飼育に於ける天、柞灘饅液の漆透歴曲線　！

、s　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　！
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欝灘齢目目　　　　　　　　　　　　　　　後
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蕎柳葉飼育に於ける天、零乍獄騰液の氷鮎降下度及び愚透歴に就いて

、＼一品種別
　　＼＼＼　日順　＼＼運別
　　　　　　　＼

4　　眠　　澱

5齢1日図
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　　ユ1
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＿1．00

－1，30

（1》）　　　　（瓢臥曇）
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10，94
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9，90

13．68
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工G
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　　4 513　与　7　9　11麟虫薦　　眠　　　　日　　日　　　ク　　　ク　　　〃　　　〃　　　繭
　　中　　齢同　　目　　　　　　　　　　　　　　　　後

　以上の成績によれば、櫟葉飼育に於ける天慧の湊透歴は△＝　－O、4～－1．00°C（5．47～13．68氣

歴）にして、4眠中より熟騒までの軍均（S　一一〇．81°C（9．80氣歴）である。醤繭後は上昇して1．10℃

（15．05氣歴）ミなる。柞慧で（S　一一〇．20～－0．90°C（2．74～12．3正氣屡）で、4眠中より熟慧までの軍

均は一一〇．66aC（7、99氣歴）である。醤柳飼育の天慧に於ては一〇．60～一一一〇．83DG（8．21～11．35氣歴）

にして、4眠中より熟慧までの苓均は一一〇・74°G（8．96氣屡）であり、螢繭後上昇して、化蝋せ

るものは一1．1°C（15・05氣歴）を示してゐる。柞簸にては一一・O．70～0．95℃（9．50～12．99氣墜）にし

て、4眠中より熟甑までの季均は一〇．82℃（9・90氣晒）である。而して醤繭化輔ミなりて上昇し

て、化蝋せるものは一1・30℃（10．79氣堅）を示してゐる。

　此の鰺透堅の一一般的の傾向をみるS5齢起慧前、櫟遜、薔柳匪共に天、柞翻艦液は△鋤一〇．80

～r1．Oo「ec（10～14，．氣躍）の高1蜜透駆を示し・何れも起慧第1日目に急激に低下し最低の漢透屡

を示し、起憲2．月目～3EI目に及び再び上昇して殆んき起憲前書同程度まで上昇する。第2日

目以後第7日目～8Ll目頃までは櫟飼育柞慧を除いては、すべて漸次低下の傾向を示す。而し
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て7日目～8日目以後に於てはi次第に上昇して化蝸前に最高に遽する。｛然るに家露にあつては

それ劇ま反覇辱に低下の傾向を示して屠る。

櫟飼育ざ藁柳飼育の天、柞楓を比較すれば・療飼育の方が蘭柳飼育よりも其の高低甚だし歯

を認めtc。

・爾家搬の塗透堅に比すれば天、柞憲の方が一一・meに高い。

（3）　水素イオン濃度の實験戚績を示せば次の如し。

　　　　　　　　　櫟棊飼育に於ける天、柞獄瞠液の水索イオン濃度

　　　　　　　「芋「疲一～邑型Lil火　　me　l柞・　ue

　4　　眠　　　餓

　5　齢　起．。鐡

　5齢　1　日　目

　　　　2

　　　　3　’

　　　　4

，　　　　5

　　　　6

　　　　7

　　　　8

　　　　9

　　　コ〔｝

　　　♪、1・1

　牢　　　’　　　均

　12日目（瀞繭開始）

　化　　蜥　　前

、イヒ　虫甫　後　3　日　　目

餓 6．43 6．30

鐡 6．34 6．8ケ

目 6．コ5 6．37

6．48 6．36

6．41 6．41

6．37 6．46

6．39 6．43

6．48 6．41

6．22 6．51

6．27 6．65

6．26 6．34

6．頒 6．23

6．15 6．11

均 6．32 6．37

始） 6ユ3　　， 6．04

前 6．20 6．04

訂
r　　　　　　　　　　　冨　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　FP　　‘

@　、5．97　　　　　　　隔
6．10

、．，　糠飼育に於ける天・櫨艦液の糠材順麟線

6，5

6．4

6，3．

6，2

6．1

pl’16．O

　　　　　　”°」　　　　．　　　　　　　　　　　　〆、
　　　　　　’　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　、

　　　　　　　　　　　　　s
＼　柞齢ノ　tt＼㍉♂ノ　　㍉、

　　＼、　／　t’　　　．、＼

　　　礎ヨ　’ビ　》㍊／＼
輪

、

嘔

、

賠盛、1。、講彦．s夢2・多珍珍理購雛
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醐卯飼育に於ける天、柞鑑膿液の水素イオン濃度

㌃「恋一一愚型L　天　　tlm　l柞　　rc

4　　隅　　　羅

5齢　工　日　lil

　　　3

5

7

9

　　11（僻繭開始）

軍　　　　　　均

化　　　輔　　前

イヒ　虫前　後　3　灘　　倒

6，50

G，34

6，5蔭

6，32

6．48　　　　・

6．23

0，27

6，38

6」6

6、06

6．41

6．58

6、37

6．50

6，30

6、27

641

6．06

6。20　　　　　　．

一窩柳漿飼育に於ける天、柞慧髄液の水素イオン濃度曲線

　　卒
　　　　　4　　　　5　1　　　　　　3　　　　　　　　5　　　　　　　　7　　　　　　　　9　　　　　　　　ユ1　　　　　　　イヒ　　イヒ3

　　　　　眠　　　日　　　　日　　　　　〃　　　　　e　　　　　a　　　　　e　　　　蝋　　　H
　　　　　簸　齢目　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前　蜥目

　以上の成績によれば、水索イオ’ン濃度は櫟飼育1こ於ては天慧1）H6．15～6．48にして、4眠中よ

り熟慧までの卒均は6・32である。柞獄に於ては6．11～6．55にしてN．圃様軍均は6．37である。

窩柳飼育に於ては天藪は6・27～6・55にして・4眠中より熟獄までの李均は6．38である。柞慧は

6．27～6．58にて同康牢均は6．虹である。

　櫟飼育の天慧に於て5齢1単目及び7日貝に於て著しく低下を示しだカ㌔大髄に於て天、柞

慧共に同一の傾向である。而して3日目～8日目位の範圃に於ては高度を示し、6．2～6。5位

なるも9日目頃より低下し、柞獄に於ては化嫡3日目に於て少しく上昇を示してゐる。是れ家

慧に於て八木博士、金子博士等のpHを測定せるに、壬日目～5H目に於て最高を示しtれさ

i天・柞憲に於ては家慧の如く明瞭に高貼は判明しないが、然し大髄3H目～8目目位の範圃が

高い傾向は認められる。

　爾此の天、柞慧に於ては家慧に於て書はれてゐる如甑熟叢に近づくに從つて上昇の傾向が

あるSいふ貼は制然Sは認められなかった。

　爾本實駒の範團内に於ては天、柞懲の褒育に從つて攣化するが、天慧はその塒減急激にして
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柞霊詫は之に比し緩漫である。而して天、柞葱共に同一の傾向を有する。天、柞謡のpll便は概

して6．0～6．5附近にして、八木博士・蒲生博土・金子博士の測定せる象獄髄液pH便に比し低

く、尾藤氏のものより穂高い結果を示してゐる。

　天翼及び柞獄は家翻ε異なり、其の腰育出來得る限り同一嚢育階梯のものを選ぶも、爾多少

の不齊あるを冤れない。其のため家搬の成績に比し正鵠を峡く憂が多い。爾天、ホ乍癒は野外昆

錨なるため天換の影響を直接蒙るこε非常に大なるものがある。EPち晴天に乾いた藁の飼料を

食せるものε、雨天に濡れナこ漿を食せるものεのlllL液の水分量等はかなりの愛化がある。その

ため以上の結果が天候に左右されてをる事も想像される。爾是等の鮎は他日正確なる調査を雌

めてみたいε思ふ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　総　　　括

　　　（1）本實駿は櫟葉飼育の天、柞盤及び蕩柳漿飼育の天、柞慧の騰液に就き、電氣傳導度、鰺

　　　　透歴、水素イオン濃度を測定せるもので、4眠中より輔までの痩化を測定せる結果である。

　　　（2）　電氣傳導度は櫟飼育の天翻は4．45～7・2×10一3で・4眠より5齢熟翻までの布均は6・61×

　　　　10－3にして、柞懸は3．75～7・63×10－3で李均6・12x10蘭3である。

　　　　窩柳にて飼育せるものは・天翼は4・99～6・45x10－3で評ド均5・72×10”3にして・柞灘は5・07～

　　　　7，22×10－uで、軍均5．78x10－3である。而して4眠中は比絞的高く5．6～5・7×10｝3位にして・

　　　　起憲1日目～2日目頃には低下して、後再び上昇し初め・7日周頃には第1同目の上昇を來

　　　　し6．4～5．7x10申5こなり、再び低下して13日目頃第2同目の上昇をなし7・6×IO－s位Sなる。

　　　　蠕εなりてはそれより低下する。

　　　（3）譲廼i歴は櫟にて飼育せる天欝は△＝－O・4～一一1・0℃（5・47～13・68氣腿）で、軍均一一〇・81vC

　　　　（9．80氣燃）である。柞藪は一一・O．20～－0．90℃（2．74～12．31氣歴）で，zド均一〇。66℃（7・99氣腿）

　　　　である。窩圃1にて飼育せる天獄は一〇．60～一一一〇．83°C（8，21～1L35氣燃）で、耶均一〇．74°C（8．96

　　　　氣歴）であrs　’6柞霊詮は一〇，70～－0．95°C（9、57～12．99氣癬肇）で、　zF均一〇，82°C（9．90氣墜）であ

　　　　る。孤して4眠巾は高く一1・05～’一一〇・8°（）（14・36～10・94氣腿）で・5齢1日目に於ては著しく

　　　　低下し一〇．4～－O．6℃（5・47～8・20氣堅）にして・其の後は一推一退で胞0・7°C（9・57氣歴）位を

　　　　上下し、熟猛εなるに及び一1．10°C（15．05氣謄）位に上昇する。

　　　（4）塞紫骨7濃度瞭にて飼育せる天慧はpH　6・15～鰯輝鰯餓欄群求6エ1～6・55で・

　　　　軍均6，37である。鳶柳にて飼育せる天翻UiX　6．27～6・55で、軍均6．38である。柞慧は6・27～6・58

　　　　で、ZF均6．41である。齢中著しき上下は無くして、大髄6，3～6．5であるが熟懲、蛸ξなるミ

　　　　共に低下して6ユ～6ρ位に減ずる。

　　　附　記　　　　　　　’

　　　　本實験はEil　e’して本校生徒中西全、佐藤祐…£・松吉博隆の諸氏の熱誠なる盤力に依りて行つ

　　　　tcもので、薙に記して特に深甚なる謝意を表するi次第である。

1　　　・　　　　　　，　　　　　　　　　（於上田駕綜專門畢校毘贔學激塞）

｝　・

｝　　　　　　　r’　tt　　　　　　　　　　　・
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i
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